
令和２年度 事業報告 

 
「文化芸術で歓びと希望を感じるまちづくり」の運営理念のもと、入間市文化創造アト

リエの指定管理業務及び法人独自の事業を展開した。 
昨年から続く新型コロナウイルス感染症の影響でイベントの自粛や貸館の休止など、経

験したことのない施設運営を行う状況となった。５事業がチケット販売後に中止となり、

貸館でも 4-6 月で 435件、1-3 月で 191件に休館による利用停止案内を行い、返金作業に追

われた。また、コロナウイルス感染症を理由にキャンセルを申し出た方も 51件あった。 

しかしながら、この状況の中、無観客コンサートや、SNS を活用したアートプロジェクト

を立ち上げるなど文化施設としての役割に果敢に挑戦した。コロナ禍の中で、文化芸術に

関わる方や享受する方の気持ちに寄り添い、活動の場の提供、心のケアに努めた。結果と

して、多くのメディアに活動を取り上げられるなど成果があった。 

 

１．文化創造事業の概要 

事業実施に当たっては「プラン推進会議」で計画を共有し、「ひとづくり」「魅力づくり」

「芽づくり」「まちづくり」の各事業をディレクター、スタッフが協調して行った。事業計

画は、単年度ではなく長期的な視点に立ち運営方針に沿って立案している。 
新型コロナウイルス感染症の影響は、文化施設にとっては大打撃で、計画した事業の多

くが中止、延期に見舞われた。また、開催した事業のほとんどが人数を制限し、感染防止

対策を付して行った。 
しかしながら、このような状況での「文化施設の存在意義」を職員スタッフ一同で考え、

新規の事業を考案企画し、多くの方に文化芸術を享受していただく機会を作れたと感じる。 
 
 [指定管理における文化創造事業] 

事業計画は、市民の運営を基本とするアトリエ設置条例と運営方針に基づき、各分野の

ディレクターと事務局が企画立案し実施した。 
事業別については下記のとおりである。 
① 「ひとづくり」事業では、文化芸術に関心を持つ方、それを支えるスタッフなどを積

極的に育てていく企画を行っている。「アート学習会」では、コロナウイルスの影響

で直接美術館など訪ねることができない状況の中、仏像をテーマに学習した。多くの

受講があり、来年度もシリーズとして開催することとした。その他、将来のディレク

ター候補の発掘と育成、公演などに当たって案内や誘導、終演後の撤収など運営に関

わるスタッフの育成を行った。 

② 「魅力づくり」事業では、「アミーゴライブ」「落語会」「夕涼みライブ」「おいしい朝

コンサート」など上質な文化芸術を鑑賞する機会を提供した。人間国宝の山本東次郎

師を迎える「いるま狂言会」は残念ながら中止としたが、若手狂言師による「三人会」

を開催し、入間での狂言の灯を灯し続けることができた。地域産業である染織体験工

房も約半年閉館状態であったが、その間スタッフによるマスクプロジェクトや草木染

植物の栽培など運営準備や研修を実施した。魅力あるアミーゴ、入間をアピールする

ための基礎作りができた。 



③ 「芽づくり」事業では、「ドラマ工房」「アート事業」などを実施した。「ドラマ工房」

は、公募市民で作る「劇団アミーゴ」の稽古を通し、公演を実施するものであるが、

昨年度コロナウイルスの影響で本公演「衣海」は中止となった。本年度は、入場者を

半数にするなどして開催することができた。「アート事業」では、大人対象の「アー

ト講座」で、色紙によるコラージュを開催した。 

④ 「まちづくり」事業では、「アートな春フェス」「クラフトフェア」など不特定多数の

参加者が見込まれる企画は開催を断念した。 
施設の貸館停止の期間、SNS を活用した「アマビエアートプロジェクト」やケーブ

ルテレビと協力し、無観客での音楽、演芸の収録を放映するなどの事業を行った。「ア

マビエアートプロジェクト」は、疫病退散を祈念してアマビエのイラストを募集し展

示するもので、海外からの応募も含め 189 点と反響が大きかった。 
また、マスク不足を解消するために、アミーゴの織物工房のノウハウを活用した「マ

スクプロジェクト」は、入間織物や手ぬぐいを利用し製作した。新聞各社で取り上げ

られ、アミーゴ、入間市の広報にも役立った。 
コロナ禍で、家族のこと、遠くよりも住む地域に関心を寄せる傾向が強くなってい

る現状に、アミーゴでもスタンプラリー、ポタリングガイド製作、街かどインフォ（施

設紹介）など身近で楽しめる施設づくりを目指した事業を行った。 
 

[法人独自の文化創造事業] 
指定管理業務である文化創造事業のほか、長年培った事業ノウハウをもって、多くの

NPO 法人独自の事業を行った。 
本年度は、コロナ感染症の影響で「AMIGO!ハロウィン」、黒須公民館落語会のみを行

った。 
毎年行っている学校対象事業、子どもゆめ基金の助成事業「Fun！AMIGO！体験ひろ

ば」は中止とした。 
 
２．アトリエ施設管理事業（指定管理事業） 

①施設運営 
市民ニーズに対応した窓口サービスを心がけ、利便性を考えた貸館運営を行った。 
４～６月及び１～３月は、コロナウイルス感染症拡大の影響により事業の中止や貸館キャ

ンセルなどが発生し、利用ができない状態が続いた。事務作業面では、窓口対応や返金作

業に追われたが、職員、ディレクターはじめ関係者の連携協力で大きな問題もなく業務が

遂行できた。 
②見学等対応 

希望する団体に施設及び運営の説明紹介を行った。（3 団体） 
コロナウィルス感染症の影響で見学者、視察者は少なかった。 

③修繕、清掃美化 
・来館者、利用者の安心安全の確保とアメニティー空間を確保するため、施設の修繕、清

掃美化に努めた。修繕では、テラス、ｷﾞｬﾗﾘｰ、コテージ、パティオの塗装を主に行った。 
・ガーデンボランティア活動 



 館庭美化のため、ボランティアにより除草作業を月２回程度 10 回行った。その他、個々

で都合をつけて除草作業を行うなどボランティアのご協力で、館庭の美化が図られた。

コロナウィルス感染症の感染防止のため、６月までは活動を控えたが、各回 6～8 人の参

加があった。 
 
３．広報活動 

・ホームページ、フェイスブック、ツイッターなどによる情報提供を常時行った。 
・広報紙「赤いのこぎり屋根」を５回発行した。 
・事業チラシを 8 回、新聞折込みチラシ 2 回、ﾐﾆｶﾞｲﾄﾞ(A5 版)3 回発行した。 
・子ども用スタンプラリーを考案、スタンプを製作した。 
・キャラクター「アミちゃん」をチラシなど広報等に利用。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊このほか様々なメディア、雑誌に取り上げられた。 
・週刊ポストに産業歴史建物として特集記事に掲載。 
・新聞に記事が掲載。（マスクプロジェクト、アマビエアートプロジェクト）  
・NHK テレビでアマビエアートプロジェクトが紹介された。 
・織物工房体験、茶染め体験情報が情報サイト、雑誌に掲載。  
・西武鉄道ウォーキング情報誌掲載。 
・ミニコミ雑誌に掲載。「ぱど」に文化事業記事掲載。  
 
４．各種会議の開催 

コロナ感染症の拡大防止という観点から、各種会議は制限して開催した。 
総会（書面表決・委任状による開催）、理事会（1 回リアル、2 回書面表決）、プラン推進

会議（6 回）開催した。評議員会、全体会議、会員交流会、会員研修会は中止とした。 
 


